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論文の内容の要旨 




























5 塩基欠損、1塩基挿入の 3 種類の変異が見られたが、同種変異を持つ個体を交配して得られたホモが
全て無毛形質を示すことを確かめた上で、以後は、5 塩基欠損の系統を用いて実験を行っている。Hr
遺伝子のエクソン 3-4、エクソン 7-12、エクソン 13-19に対して皮膚mRNAを用いた RT-PCRを行い、









著者は、CRISPR/Cas9 システムを用いて Hr 遺伝子を破壊することにより無毛マウスを容易に効率
良く作製することが可能であることを示している。このマウスは、除毛の操作無しに体内の ICGや iRFP
のシグナルを検出でき、in vivoイメージングに用いることができることを示している。このマウスは開







 著者は、CRISPR/Cas9 システムを用いて Hr 遺伝子を破壊することにより無毛のマウスを作製し、
近赤外蛍光蛋白質やインドシアニングリーンを用いた in vivoイメージングに使用できることを示した。
生体機能の解析における重要性が高まる in vivoイメージングに有用な無毛マウスを短時間に効率良く
作製することができる方法を開発した点で重要である。 
平成２９年１２月２２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定
した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
